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重要課題・新市場

利活用
の促進ICT

エネルギー

昨今のICT政策を踏まえた問題意識

• 日本再興戦略（H25.6.14閣議決定）に基づき“世界最高水準のＩＴ利活用社会の実
現”を目標としてわが国のＩＴ全般政策を具体化した「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」が
閣議決定された（H25.6.14）

• 中期計画である第４期科学技術基本計画では、ＩＣＴは重要課題を解決するための共
通基盤技術として位置づけられている。

• 重要課題達成のためにＩＣＴの貢献度はますます大きくなっており、ＩＣＴ利活用の促進
による革新的新市場の創出が期待される一方、利活用に資する新たな弾込めができなけれ
ばわが国のＩＣＴ弱体化が懸念される。

健康・長寿

次世代インフラ

地域資源

 ＩＣＴ政策については、第３期科学技術基本計画まではＩＣＴ技術そのものを
課題としていたが、第４期科学技術基本計画では、ＩＣＴは共通基盤技術とし
ての利活用を中心としたものとしている。
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新たな社会像
（社会実装の姿）

【持続的イノベーション】
既存課題の解決

【破壊的イノベーション】
革新的新市場の創出

 ＩＣＴの利活用のみではなく、ＩＣＴの強化と利活用の強化の両面から技術開発の方
向性を議論し、双方による相乗効果によって新たな社会像を創出していく。

 ＩＣＴ－ＷＧでは上記の新たな社会像を生み出すため、今後取り組むべき課題の検討
を様々な観点・手法によってすすめ、出口戦略を重視したＩＣＴ政策について議論を行う。
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将来像を見据えた
コア技術・応用技術
の開発の相乗効果

現在の
ICT
技術力

ＩＣＴ強化
（コア技術）

利活用強化
（応用技術）

ＩＣＴ－ＷＧのねらい
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※各機関については以下のとおり。
・ITU（International Telecommunication Union）:国際電気通信連合、国際連合の傘下の情報通信の専門機関
・EIU（The Economist Intelligence Unit）:英国の国際経済誌「The Economist」グループの傘下のコンサルティング機関
・WEF（World Economic Forum）:世界経済フォーラム、通称ダボス会議
各種資料により作成

出典：総務省「平成24年版 情報通信白書」より 出典：科学技術・学術政策研究所「科学技術指標２０１３」より

グローバルＩＣＴ市場の市場規模予測

我が国のＩＣＴ国際指標の推移

主要国におけるハイテクノロジー産業貿易額の推移

主要国の技術貿易額の推移

参考データ
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全分野研究論文相対被引用度各国比較市場シェア国際比較

出典：総務省「平成２５年版ＩＣＴ国際競争力指標」より 出典：文部科学省「科学技術要覧 平成24年版」より

参考データ



ＩＣＴ－ＷＧの議論を進めるに当っての観点
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 ソフトウェア・アルゴリズムなど上位のレイヤーからのアプローチからのみではなく、より物
理レベルに近いデバイスの視点からもシステム全体を⾒直すという観点から、新たな
イノベーションの種の創出を図る

 さらに、情報機器をデバイス単体としてのスペックの視点に留まることなく、それらを⽤
いたシステムとしての視点からレビューを⾏うことで、デバイスからアプリケーションまで⼀
気通貫した議論を⾏う
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 ＩＣＴ－ＷＧのねらいを踏まえ、デバイスとアプリケーションを相互連携した議論を
⾏っていく。



ＩＣＴ－ＷＧの設置と検討体制について
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重要課題専門調査会（H25.10.11）
資料３より


